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財政状況
f'"~~ザーザー一一一一一ザーザー~~一一一可

( 市の財政状況がとーのようになってい j 
l るかを 1年に 2回(6月と 12月)、市民 1 
i の皆さんにお知らせしています。 ~

f 今回は、 平成3年9月30日現在の平 1 |[:1]億8，519万円に | 
l 成 3年度予算の執行状況を、図や表に j 

l まとめてみました。 j 
L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一A

-市税の負担と市民サービスの状況は?

家計簿を聞いてみると

市税の負担 市民サービス

総務費

固定資産税

軽自動車税

938円

1世帯当たり 222，619円

(歳入)

区 分 予算額

千 阿

市 税 6，500，000 

地方譲与税 355，000 

利子割交付金等 330，000 

地方交付税 1，654，000 

分担金及び負担金 372，119 

使用料及び手数料 248，973 

国 庫支出金 1，437，153 

県 -」←ι 出 金 808，151 

繰 入 金 691，375 

繰 越 金 619，878 

諸 収 入 455，367 

市 債 2，575，900 

そ グ〉 他 437，274 

歳入合計 16，485，190 

33，670円

教育費

衛生費

1世帯当たり 474，252円

血_n， .o..吾'
際蕊雲 泌さ…懸;jjj:・〉ぷ]:I::怒忍ヨ

収入済額 収入割合 区 分

千円 % 

3，183，229 49.0 議 dzbz 、 費

39，966 11.3 総 務 費

161，694 49.0 民 生 費

1，217，093 73.6 衛 生 費

182，085 48.9 労 {動 費

117，279 47.1 I 農林水産業費
210，920 14.7 

商 工 費
61，055 7.6 。。。 土 木 費

619，878 100.0 
j肖 防 費

57，202 12.6 教 育 費

。0.0 公 {責 費

134，906 30.9 そ グ〉 他

5，985，307 36.3 歳出合計

34，264円

農林水産業費

商工費

予算額

千円

234，930 

2，701，580 

2，500，002 

936，066 

144，488 

1，021，792 

435，584 

2，983，237 

376，206 

3，795，266 

1，223，024 

133，015 

16，485，190 

平成3年9月30日現在

人口 49，725人

世帯数 14，299世帯

(歳出)

支出済額 支出割合

千円 % 

109，035 46.4 

1，008，612 37.3 

1，075，481 43.0 

339，777 36.3 

115，078 79.6 

254，388 24.9 

393，024 90.2 

1，703，787 57.1 

152，990 40.7 

1，068，147 28.1 

533，332 43.6 

27，690 20.8 

6，781，341 41.1 
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平成3年度 上、F異聞の
| 一般会計の歳入歳出予算総額 l

借
入
先
別

間 摂舞.，の:棒銀問調

総額 8，979百万円

市民1人当たり

180，573円

単位:百万円

目

的

別

A.北陸銀行 26 

B.共済組合等 9 

C.そ の 他 744 

ア.県 貸 付金 386 

イ.臨時財政特例債 322

ウ.農林水産債 223 

エ.衛 生 債 136 

会計区分 予算額
執 1T 状 況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

下水道事 業
千四 千円 % 千同 % 

2，965，030 518，198 17.5 731，077 24.7 

農業集落排水事業 97，900 7，001 7.2 3，434 3.5 

簡易水道事業 21，390 7，405 34.6 12，644 59.1 

国民健康保険事業 2，371，730 789，382 33.3 882，089 37.2 

老人保健医療事業 3，635，414 1，630，484 44.9 1，558，939 42.9 

農業共済事業 103，701 54，540 52.6 30，476 29.4 

水族館事業 198，150 142，517 7l.9 88，557 44.7 

5十 9，393，315 3，149，527 33.5 3，307，216 35.2 
L ー

隠~f/t理委祭会t:~余金:嬰奪事1::溺 間 鰻~~!i jj!製~~~}余~ji~~君主~i~認

会計区分 借入額

一般会計
千円

780，000 

i 愚葱夏季嬢:努熱湯~!ii;閥

島
間
四

句会
〔土地 930，516m') 〔建物 150，834m') 

f有価証券・その他 1 
〔基金 3，818，959千円) l 161， 155千円J
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金
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国

税

局

徴

収

部

長

元

公

立

中

学

校

長

富

山

労

災

病

院

看

護

部

長

水

白

一

郎

氏

(
初
歳
)

漂

泉

彦

吉

氏

(
叩
歳
)

藤

田

貞

子

さ
ん
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(4) 広報うおづ側一一一一一一一一一一一一平成3年12月

魚
津
市
本
町
二
|
』
|
一

九

一整1;勲:
本225l:鴎
昔 ト 立 労 ド竺茎

zjElJ普;
す ーーー 寸ー l 一一 一

氏 当校 |-y 
写長 lf〉:

歳 Z |塗
)長 ド守主

山2
富
山
市
愛
宕
町
二
|
二
l
二
四

魚
津
市
並
木
町
九
|
六

勲
五
等
…瑞
宝
章

水
産
業
振
興
功
労

元
県
漁
業
協
同
協
合

婦
人
連
合
会
長

j賓2

多だ

，、
ナ
さ
ん
(
初
歳

魚
津
市
港
町
四
|
九

厚
生
大
臣
表
彰
一

L

と
う

伊

東

き

く

ゑ

さ
ん

(η
歳

魚
津
市
横
枕
五
九
六

魚
津
市
六
郎
丸
九
九

;flZ 
大
臣
表
彰

目白2

子
さ
ん
(
幻
歳

魚
津
市
新
角
川

-
l
九
|
三
七

川Z-堅|勲;
西fZ葬1;五
庄与野 草1:筆;
持 J 務 務|乃人

??雲ま|元
三LLiN I旭A

ZZ l・H
長 |じ か

建
設
大
臣
感
謝
状

吉

野

ア

キ

子

さ
ん

(九
歳

石
川
県
石
川
郡
野
々
市
町
新
庄

四
ー
一
四
六
(魚
津
市
出
身
)

魚
津
市
経
田
中
町
二
|
一

四

文
部
大
臣
表
彰

魚
津
せ
り
込
み

蝶
六
保
存
会

会

長

先

名

進

(
魚
津
市
末
広
町
二
l
二
二
)

一一戸
口
同
山
県
功
労
表
彰

鍛 か 文

.:~ じ 化
，....功

貞 て 労

し
ん信

さ
ん

(
九
歳
)

魚
津
市
大
字
下
村
木
町

三
六
九

麗三 国 I~占
明毛 I a:コ

瀬せ事IlD
統訪|県
雄ぉ労|功
氏|労

を |表
戚 |立メ

) 与レ.

色

津
市
大
寸-

J 大
四海
六寺
三野
八村
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富
山
県
功
労
表
一彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

魚

津

郭
吉
岡
'

代

表

森

敏

行

魚
津
市
住
吉
三

O
二
四

九時口四
…山
県
知
事
表
彰
h

地
方
自
治
部
門
(
統
計
)

山

岸

ス

ミ

子

さ
ん

(
侃
歳
)

魚
津
市
駅
前
新
町
九
|
二
四

山i... 1:ムニ.
学|守 主:

口五禁1:山:
出雇 r:県7
7円2翌1:教
衣ぃ万|育 :
さ 日忍
ん I労

;表
:毒多

(
貯
歳
)

魚
津
市
上
村
木
一
ー
二
|
八

広報うおづ(5) 

A
Q
冨

( 優 1:重喜
色 庖1"....1 .. 

津 教 I2宮
市 職 l'均支.

芸員I孝文
苦 |;:育
~ 1:功
ま |労
義 |表
翌 日教

神

子

田

忠
氏
(
回
歳
)

黒
部
市
生
地
神
区

二
九
七
l
四

富
山
一県
教
育
功
労
…表
彰
一

優
良
学
校

富
山
県
立

新
川
女
子
高
等
学
校

平
成

3
年
度
優
良
消
防
職
団
員
と

し
て
、
次
の
け
川
名
の
方
に
富
山
県
知

事
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

潰

崎

由

紀

夫

宮

本

宗

明

金

坂

孫

清

宮

川

昭

川

原

田

八

朗

谷

口

昭

嘉

三

田

勝

之

畠

山

正

小

川

義

一

高

瀬

輝

夫

中

島

秀

範

中

島

正

博

潰

田

信

義

住

和

克

博

貯
藤
総
合

日
月
刊
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市
と

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
合
同
納

税
表
彰
式
で
、
次
の
方
が
た
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

《
市
長
感
謝
状
》

八
倉
巻
新
一

(三
ケ
二
区

納
税
貯
蓄
組
合
長
)

島
尻
ニ
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
三
田
仁
作
)

黒
谷
一
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
坂
木
賢
二

《
連
合
会
長
表
彰
状
》

宮

坂

進

(
大
海
寺
新
五
区

納
税
貯
蓄
組
合
長
)

稲

沢

弥

一

(
本
江
一
区
納

税
貯
蓄
組
合
長
)

三
ケ
三
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
八
倉
巻
外
治
)

老
人
ホ

l
ム
一
区
納
税
貯
蓄
組
合

ヘ

浜

木

清

J

一組
合
長

一

戸

渡

辺

信

雄

」

. ♂川m守叫叩制ωM引削仰〈刊叩乙出-

総~ぷ.
務灘

平斤 .

号喜三が
牛表れ
恩彰 :i
謁し
査た

-
通
商
産
業
大
臣
表
彰

工
業
統
計
調
査

魚
津
市
の
廃
棄
物
の
行
方
⑨

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可
燃
物
焼
却
場
)

魚
津
市
の
可
燃
ゴ
ミ
は
、
週

2

回
各
地
区
か
ら
収
集
さ
れ
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
魚
津
市
上

野
に
あ
る
新
川
広
域
圏
事
務
組
合

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
魚
津
市
、
黒

部
市
、
宇
奈
月
町
の

2
市
1
町
か

ら
運
ば
れ
る
ゴ
ミ
を
焼
却
処
理
し

て
い
ま
す
。

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和

必
年
に
つ
く
ら
れ
、

8
時
間
で

ω

t
の
焼
却
能
力
が
あ
り
ま
す
。
魚

津
市
か
ら
は
、

一
日
平
均
約
必
t

(
平
成

3
年
叩
月
実
績
)
の
ゴ
ミ
が

搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
燃
越
ミ
を

混
込

……5
4uな
い
で
H
f

山口……山泌総…

近
年
、
食
品
パ

ッ
ク

・
ト
レ
イ

と
い
っ
た
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
系
の

ゴ
ミ
が
増
え
て
い
ま
す

0
.

こ
れ
ら

は
焼
却
す
る
と
高
熱
を
発
し
、
焼

却
能
力
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
パ
ツ

ク
や
ト
レ
イ
は
ま
と
め
て
不
燃
ゴ

ミ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
空
缶
な
ど
の
不
燃
ゴ
ミ

の
混
入
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ

ら
は
焼
却
灰
の
中
に
そ
の
ま
ま
残
る

た
め
、
処
理
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
「
自

分
一
人
く
ら
い
な
ら
」
「
こ
れ
一
つ

く
ら
い
な
ら
」
と
い
う
気
持
ち
は

な
く
し
、
収
集
す
る
人
、
処
理
す
る

人
の
立
場
に
な
っ
て
一人
一人
が
責

任
を
持
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
再
利
用
推
進
報
償
金
制
度

登
録
団
体
募
集
中

問
い
合
わ
せ
先
市
生
活
環
境
課

宮
田

1
2
2
0
0内
線

1
4
2
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平成3年度

上半期

zk 
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平
成

3
年
9
月
叩
日
現
在

平
成

3
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
会
計
の
業
務
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

業
務

の
状
況

o
給
水
人
口

三
九
、
九
五

O
人

o
給
水
戸
数

一
一
、
五
一
九
戸

o
給

水

量
一
、八

O
五
、
八
七
九
同

損 益 収 支 状 j兄

科目 予算額 収入額 割合
〈千円〉 〈千円〉 <%> 

収
給水収益 469，223 250，025 53.3 

受託工事収益 113，368 51，954 45.8 

入 その他収益 35，447 27，890 78.7 

合 計 618，038 329，869 53.4 

科目 予算額 支出額 割合
く千円〉 〈千円〉 <%> 

支 給水費用 94，132 32，378 34.4 

受託工事費 110，237 45，452 41.2 

総係費 109，517 43，639 39.8 

出 その他費用 304，152 85，758 28.2 

合計 618，038 207，227 33.5 

計 の 状 況二AS
A
 

一一

議
設
改
良
工
事

今
年
度
は
、
建
設
改
良
工
事
と
し

て
事
業
費
二
億
六
千
五
百
二
十
万
円

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、

9
月
末
ま

で
に
完
工
し
た
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

O
県
道
沓
掛
魚
津
線
配
水
管
布
設
工

事

一

、

ニ

七

七

、

ニ

O
O
円

;
水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
・
・
・
・
・
・

3

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
気
温
が
氷
点

下
に
な
り
ま
す
と
、
水
道
管
や
蛇
口

が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
露
出
し
て
い
た
り
、
風
あ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
保
温
材
を

取
付
け
る
な
ど
、
水
道
管
に
も
冬
じ

た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
県
道
坪
野
本
町
線
配
水
管
布
設
工

事

七
、
一

O
O
、
八
ニ

O
円

。
魚
津
駅
前
広
場
配
水
管
布
設
替
工

事

玉
、
六

O
三
、
ニ

O
O
円

。
市
道
道
坂
石
垣
線
配
水
管
布
設
工

事

一
四
、
六
七
七
、
五

O
O
円

。
市
道
大
海
寺
野

4
号
線
配
水
管
布

設
工
事

一
一
、
一
五
回
、
九

O
O
円

水
道
管
や
蛇
口
、が

破
裂
し
た
と
き

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル

ブ
を
締
め
、
下
記
の
工
事
庖
で
修
理

し
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費
は
利
用
者
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

穣
欝
朔
の

メ
…rタ
l
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご

と
に
日
を
定
め
て
検
針
し
て
い
ま
す

が
、
冬
期
間
の
う
ち
に
は
積
雪
の
た

め
検
針
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
前
回
の
使
用
量

や
前
年
同
期
の
使
用
量
を
参
考
に
し

て
料
金
を
決
定
し
、
次
回
の
検
針
に

お
い
て
精
算
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
4
月
か
ら
検
針
の
シ

ス
テ
ム
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
特

に
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置
か

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蛇
同
が
凍

っ
て

振
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
か
雑
布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
お
湯
を
か
け
て

解
か
し
ま
す
。
1
回
で
出
な
い
と
き

は
、
数
回
に
分
け
て
か
け
て
く
だ
さ

い
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
ま
す
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
水
道
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

(
内
線
1
5
4
)

水
道
工
事
指
定
庖

O
(
株
)
マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町

宮

@
0
9
0
8

0
畠

山

工

業

(

株

)

吉

島

合

@
5
3
3
0

0

三
共
設
備
工
業
(
株
)
北
鬼
江

宮

@
1
3
5
0

0
北
陸
水
道
工
業
(
株
)
横
枕

合

@
1
3
5
3

0
石

原

設

備

工

業

所

本

江

合
②
2
9
2
4

0
ユ
ウ
ホ

l
設
備
(
株
)
釈
迦
堂

合
②

5
7
1
1

0
高
松
工

業

上

口

二

丁

目

宮
②
0
5
4
5

0
(
株
)
水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉
島

合

@
7
7
1
1

0
菅

沼

組

村

木

町
合
②

0
4
5
3

0
吉
枝
工
業
(
株
)
文
化
町

宮

@
5
8
3
5

0
中
谷
配
管
工
業
吉
島
二
丁
目

合
②
3
6
9
8

0
ダ
イ
シ
ン
設
備
(
株
)
浜
経
団

宮

@
5
6
1
1

0
三

水

大

光

寺
宮

@
6
2
6
8

0
(
有
)
宝
田
配
管
所
印
田

告
②
2
6
8
7

0
(
株
)
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

宮

@
6
1
3
3

0
後

藤

配

管

所

浜

経

団

宮

@
6
8
0
7

0
河
崎
設
備

工

業

吉

島

宮

@
2
3
1
2

0
(
有

)

贋

瀬

設

備

横

枕

宮

@
8
1
9
7

0
慶
野
住
設
(
株
)
釈
迦
堂
一
丁
目

告

@
2
6
2
5
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。
市
役
所
ロ
月
犯
日

1
1
月

3
日

市
の
各
部
所
で
は
、
ロ
月
お
日
か

ら
新
年
1
月
3
日
ま
で
事
務
の
取
り

扱
い
を
し
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

戸
籍
届
書
な
ど
は
、
市
役
所
宿
直

室
で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
水
族
館
ロ
月
初
日

1
1
月

1
目

。
市
民
会
館
ロ
月
初
日

1
1
月

3
目

。
総
合
体
育
館ロ

月
初
日

1
1
月

3
目

。
温
水
プ

l
ルロ

月
初
日

1
1
月

4
日

市り人件費の状況

広報うおづ(7) 

2年度末の住民基本台帳人口は、 49，648人で、 2年度一

般会計歳出決算額は、 132億2，640万 3千円、このうち人件

費は、31億 7，074万 l千円で24.0ノマ一セントとなっていま

す。平成 3年 4月l日現在の給与等の内容は、次表のとお

りです。

ごみ|し尿

28日出 平常通り

12 29日(日) 休 み|平常通り

月 30日(月) 平常通り

31日ω 平常通り|休 み

1日(水)
休 み

3日幽

4日出 平常通り|休 み

月 5日(日) 休 み

6日(月) 平常通り

-
年
末
の
一
般
ゴ
ミ
(
可
燃

物
)
の
持
ち
込
み
(
有
料
)

に
つ
い
て

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可

燃
物
焼
却
場
)
で
は
、
ロ
月

訂
日
ま
で
一
般
ゴ
ミ
の
直
接

持
ち
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

・
ゴ
ミ
の
出
し
方
(
お
願
い
)

年
末
に
は
多
量
の
ゴ
ミ
が

出
さ
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守

り
、
決
め
ら
れ
た
日
、
決
め
ら

れ
た
時
間
(
午
前
8
時
ま
で
)

に
ゴ
ミ
収
積
場
へ
出
し
て
く

0職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

だ
さ
い
。
通
勤
途
中
で
の
投
棄
、
他

地
区
へ
の
持
ち
込
み
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

-
し
原
く
み
取
り
の
申
し
込
み
は
、

お
早
め
に

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
希
望

者
が
多
く
な
る
た
め
、
計
画
処
理
を

し
て
い
ま
す
が
、
一
日
の
処
理
量
に

は
限
度
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は

で
き
る
だ
け
早
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

便
槽
に
余
裕
が
あ
る
世
帯
に
は
、

収
集
は

1
月
に
入
っ
て
か
ら
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
先
(
有
)
魚
津
環
境
衛
生

g
n
|
3
3
3
1
 

冬
期
休
館
・
休
園

。
歴
史
民
俗
資
料
館
・
吉
田
記
念
市

立
郷
土
館

ロ
月
1
日
1
3
月
出
日
ま
で
休
館

。
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ラ
ン
ド

ロ
月
1
日
1
3
月
下
旬
ま
で
休
因

。
桃
山
運
動
公
園

(
野
球
場

・
陸
上

競
技
場
)

ロ
月
1
日
1
3
月
白
日
ま
で
閉
鎖

な
お
、
桃
山
運
動
公
園
事
務
所
は

ロ
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
日
日
ま
で

市
役
所
都
市
計
画
課
内

E
n
|
2
2
0
0

内
線
3
4
0

に
移
駐
し
ま
す
。

区分 魚 i家 市

期末
< 2年度支給割合〉

期末 勤勉

勤勉手当

6 月期 1.6 か月分 0.6か月分
12 月 j羽 2.0 か月分 0.6か月分
3 月期 0.55か月分

Z十 4.15か月分 1.2か月分

退
支給率 自己都合 勧奨

1後 最高限度額 60.0か月分 62.7 か月分

手
勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分
当 勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

区分 国 家 Fム手，、、 務 員

期末
< 2年度支給割合〉

期末 勤勉

勤勉手当

6 月期 1.6か月分 0.6か月分

12 月期 2.0か月分 0.6か月分
3 月期 0.55か月分

言十 4.15か月分 1.2か月分

退 支給率 自己都合 勧奨

職
最高限度額 60.0か月分 62.7 か月分

手
勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分

勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分
当 勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分

⑪ 市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員であ る。

0職員手当の状況

特別職の報酬等の状況は、「特別職報酬等審議会」の答申に基づいて

条例で定められ、平成 3年12月1日現在の特別職の給料月額は、市長90

万円、助役72万円、収入役64万円で、市議会議員の報酬月額は、議長43.5

万円、副議長38.5万円、議員35.5万円となっています。また特別職に

対する手当は、期末手当として年間4.15か月分が支給されています。
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実りの秋…農業祭開催
11月2日・3日の両日、魚津市農協会館で「農業祭」が

行われました。

米や野菜、果物などの即売会、豚汁やおにぎりの屋台、

収穫したばかりの農産物の形 ・色 ・大きさを競う品評会

などが行われました。品評会には、それぞれの農家の自

慢の農産物が数多く出品され 品評会の後行われた即売

会では、それらは瞬く聞に売り切れてしまいました。

品評会と写真展の各優等賞は次のとおりです。

。穀類、その他の部一林清吉(片貝、玄米)。疏莱の部一

大沢忠一(上野方、白菜)。果実の部ー布本明子(下野方、

梨)。林産物の部一本城定次郎(片員、炭)。葉たばこの

部一宮崎健治(上野方)。生活改善の部一辻正子(道下、米

利用料理)(Q)秋冬はくさいほ場の部一石倉秀雄(上中島)

。飼料作物の部一宮嶋貞美(下野方)(Q)花の写真の部一能

波都志子(加積)、佐藤信一(下野方)、内生蔵裕志(片貝)、

森内景子(道下)、水上弘(下野方)。児童画展(お米・ごは

んとわたし )魚津市長賞一小林奈美(吉島小学校 2年)、

米消費拡大協議会長賞一吉井知恵(西部中学校 l年)

新川広域農道(スーパー農道)の室田一湯上聞

の工事が完成し、 11月7日に開通式が行われま

した。

新川広域農道は、魚津市 ・黒部市 ・宇奈月町・

入善町 ・朝日町の 2市 3町を結ぶ、延長28.5km

の農業基幹路線として昭和47年から工事が進め

られてきました。現在約 8割が開通しています。

魚津市区間は約10km。今回の室田一湯上聞の完

成により、 6.6kmが開通しました。

滑川市との接続区間と小川寺地内の一部約3.6

kmはまだ開通していませんが、平成 6年度の全

線開通に向け工事が進められています。

魚

津

の

碑

め

ぐ

り

・

・

・

・

・

・

⑨

俳
人
と
句
碑
(
そ
の
1〉

芭
議
・
太
翼
・
立
義
・
仁
風
・
芳
知

魚
津
に
は
、
あ
ま
り
多
く
の
句
碑

は
建
て
ら
れ
て
い
な
い
。

明
治
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と

し
て
は
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
小
貝
塚
(
シ

リ
ー
ズ
④
で
紹
介
)と
文
化
・文
政
時

代
の
魚
津
の
中
心
的
俳
人
で
あ

っ
た

太
翼
の
句
碑
の
2
基
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。

太
翼
は
、
荒
町
(現
本
町
2
丁

目
)
の
木
綿
商
大
正
寺
屋
又
右

衛
門
で
、
宗
匠
と
仰
が
れ
多
く

の
門
人
が
い
た
。
碑
は
、
文
政

4
年
ご

八
二

一
年
)春
、
門
人

た
ち
に
よ

っ
て
吉
島
の
相
順
寺

に
建
て
ら
れ
た
が
、
現
在
は
天
神
山

中
腹
に
移
さ
れ
て
い
る
。
碑
に
は
、

暁
の
鐘
の
上
よ
り
春
の
山

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

明
治
以
降
に
は
、

立
器
・
仁
風
・

芳
知
・
丈
草
・
善
四
郎
・
青
甫
・
喜

見
城
ら
の
句
碑
7
基
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。

金
森
立
器
の
句
碑
は
、
大
泉
寺
境

内
に
あ
り
、
明
治
叩
年
(
一
八
七
七

年
)
に
大
泉
寺
の
眼
阿
上
人
が
建
立

し
た
。

鳥
は
樹
に
水
は
低
き
に
秋
の
暮

立
器
自
筆
の
句
が
彫

つ
で
あ
る
。仁風の句碑

太翼の句碑

高
野
仁
風
は
、
宗
十
郎

・
東
効
と

も
号
し
、
句
碑
は
三
田
の
畠
田
邸
内

に
あ
る
。

卯
の
花
の
雪
や
す
ず
め
の

羽
に
ち
ら
す

の
句
が
彫
っ

て
あ
る
。

金
光
芳
知
は
、
名
は
栄
と
い

い
、
句
碑
は
総
合
庁
舎
横
の
稲

荷
社
境
内
に
あ
る
。
昭
和
日
年

秋
に
建
立
さ
れ
た
。

さ
わ
/
¥
と
小
薮
に
秋
の

立
ち
に
け
り

芳
知
自
筆
の
句
が
彫
っ

て
あ
る
。

(
1
月
号
に
つ
づ
く
)
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文化の香り高いまちの市美術展
11月7日から10日までの 4日間、魚津市農協会館で、

「第31回魚津市美術展覧会 ('91魚津市民文化祭、美術部

門)Jが行われました。

絵画 ・書 ・彫刻 ・工芸 ・写真の 5部門に一般から177点

の出展があり、それぞれの部門で“市展大賞"“市展賞"

などの各賞が選ばれました。

【市展大賞】

絵面ー菅野直貴、書一山本智子、彫刻一森本武男、 工芸

-藤井喜代松、 写真一内生蔵裕志

【市展賞]

絵画一大黒富子・杉木庸子、書一大愛浩実・杉本貴代美

彫刻一線坂智代、工芸ー東道定子、 写真一宮崎義弘・佐

伯邦夫

また、市内小中学生の作品や部門別の招待作品も数多

く展示されていました。

JR魚津駅北側に駐輪場完成/
J R魚津駅北側(ファーストホテル横)に新ら

しく 210台の自転車が置ける駐輪場が完成し、 11月

12日か ら利用できるようになりました。

この駐輪場は、従来のような駐輪スペースを設

け自転車をどんどん詰め込んでいくといったもの

ではなく、埋め込まれた金具(サイクロラ ック)

に自転車の車輪をはめ込み固定させるというもの

で、自転車の整理、整とん、出し入れが容易にで

きます。

このサイクロラ ック式の駐輪場の完成で、 JR 

北側駐輪場には400台の自転車が置けるようになり

ました。人や車の通行に迷惑になるような歩道や

車道への駐輪はしないょっ大いに利用してくだき

いとのこと …

あ
の
人
ζ
の
ク
h
m
l
フ

本
江
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ

本
江
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
は
、

子
供
た
ち
の
持
っ
て
い
る
創
造
力
を

伸
ば
そ
う
と
平
成
元
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

「
ふ
と
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
か
ら

物
を
作
り
出
す
の
は
と
て
も
楽
し
い

で
す
」
と
子
供
た
ち
は
隔
週
土
曜
日

ご
と
の
活
動
が
楽
し
み
な
様
子
。
ア

イ
デ
ア
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
今
年
の
。
富
山
県
発
明
と
く
ふ
う
展
。

て
も
考
え
て
い
る
と
か
・:
。
お

父

き

で

は

3
名
の
子
供
た
ち
が
賞
を
受
け

ん
や
お
母
さ
ん
が
不
都
合
を
感
じ
て
ま
し
た
。

い
る
よ
う
な
こ
と
な
ど
は
大
き
な
ヒ
発
明
の
人
故
川
原
田
政
太
郎
博
士

ン
ト
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

の
生
誕
の
地
本
江
で
、
今
、
第
二
、

同
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
は
、
顧
問
の
第
三
の
博
士
を
目
指
し
て
子
供
た
ち

宝
田
哲
先
生
の
ほ
か
、
民
間
企
業
の
は
、
小
さ
な
発
明
に
取
り
組
ん
で
い

技
術
者

・
大
学
の
先
生
と
本
格
的
。

ま
す
。

一日
活
気
遺
札
と
ス
ワ
ス

q
ち
ゃ
ん

清

水

悠

平

く
ん
(
真
克

・
け
い
さ

ん
夫
妻
の
長
男
)
火
の
宮
町

平
成
2
年
3
月

9
日
生
ま
れ

戸、
元お
気母
で き
明ん
るグ〉

子言
に 》

育
っ
て
不
/ 

八

倉

巻

紀

子
ち
ゃ
ん
(
外
光

・
幸

美
さ
ん
夫
妻
の
長
女
)
三
ケ

平
成
2
年
4

月

4
日
生
ま
れ



(10) 

「川
U
。
路
上
駐
車
や
障
害
物
・
ゴ
ミ
の
放
置
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
品
‘
一
。
除
雪
車
が
通
過
し
た
際
に
、
家
や
車
庫
の
出
入
口
を
ふ
さ
ぐ
こ

一
・
》
一
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で
除

「

仁

雪
し
て
く
だ
さ
い
。

一
銅
山
昭
一
@
流
雪
溝
や
水
路
に
、

一度
に
た
く
さ
ん
投
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
o

y--、
@
道

官

P
ぃ
Y
緊
急
事
等
が
通
れ
な

一お一

~

rぶ;

ー
の

広報うおづ縦一一一一一一一一一一一一平成3年12月
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除雪についての

お問い合わせは

市建設課

合 22ー2200
内線331'"'-'3

鶴

i計
額

。
除
雪
の
開
始
は

新
降
雪
深
が
叩
叩
以
上
か
ら

冬
期
聞
の
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
に
、
県
、
市
は
除
雪
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
。

市
の
除
雪
計
画
で
は
、
新
降
雪
深

が
叩
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る

と
、
除
雪
を
開
始
し
ま
す
。

。
除
雪
の
順
序
は

第

1
種
か
ら

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
及
び

路
線
の
性
格
な
ど
を
考
慮
し
て
、
第
-

種
か
ら
第
3
種
に
区
分
し
、
第
l
種

か
ら
順
次
除
雪
し
ま
す
。

-
第
1
種
路
線
は
、
パ
ス
運
行
路
線

・
第
2
種
路
線
は
、
主
に
通
学
、
通

勤
な
ど
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す

る
路
線

-
第
3
種
路
線
は
、
比
較
的
交
通
量

が
多
い
路
線

歳
未
消
防
特
別
警
戒

何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
も
薄
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
起
こ
り
ゃ
す
い
「
う

っ
か
り
火
災
」
「
あ
わ
た
だ
し
さ
火
災
」
を
防
止
す
る
た
め
に
、

消
防
機
関
で
は
、
歳
末
消
防
特
別
警
戒
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

実

施

期

間

、m
m
b
…取
り
扱
い
“際
狩

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
こ
た
つ
、
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
、
火
気
を
長
く
使
用
す
る

季
節
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
特
に
火

災
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
安
全
を
確
か
め

て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
水
利
…磁
纏
僚
を
…グ

・
雪
が
降
っ
た
ら
、
消
火
栓
の
上
の

雪
を
取
り
除
く
。

-
近
く
を
通
っ
て
い
る
用
水
へ
、
平

常
か
ら
水
を
流
し
て
お
く
。

-
防
火
水
そ
う
の
付
近
へ
雪
を
積
み

上
げ
な
い
。

。
第
1
期
通
常
警
戒
期
間

ロ
月
引
日
か
ら
お
日
ま
で

。
第

2
期
非
常
警
戒
期
間

ロ
月
初
日
か
ら
引
固
ま
で

。
第
1
期
通
常
警
戒
期
間

・
予
防
広
報

・
消
防
機
械
器
具
点
検

整
備

・
消
防
水
利
の
点
検

。
第
2
期
非
常
警
戒
期
間

-
第
1
期
実
施
事
項
の
継
続

・
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
(
期
間
中
毎
日
夜
9

時
)

・
夜
間
の
巡
回

・
警
防
活
動

要
員
の
確
保

、、、，
E
E

，，J

，

内

E

d

d

f

地図

、

業企
日
部

叩
西

月
津

日
色
…

f

/
'
'
E
l‘¥
 

実
秋季消防訓練

施

事

項



。
道
幅
が
狭
い
な
ど
除
雪
車
が
入
れ

な
い
道
路
は
、

関
係
住
民
の
ご
協
力
に
よ
り
除
雪

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

乎成 3年12月一一一一一一一一一………
マJ

。
除
排
雪
の
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
(
下

水
道
)
を
使
用
す
る
の
は
、
固
く

お
断
り
し
ま
す
。

た
だ
し
、
雨
水
専
用
マ
ン
ホ
ー
ル

を
使
用
す
る
場
合
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル

所
在
の
区
長
に
必
ず
連
絡
を
取
り
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
安
全
第
一
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
使
用
中
は
ポ
ー
ル
な
ど
を
立
て
、

先
端
に
赤
い
布
を
つ
け
わ
か
り
や

す
く
す
る
こ
と
。

②
使
用
中
は
必
ず
見
張
人
を
立
て
、

転
落
の
防
止
と
交
通
整
理
を
す
る

広報うおづ。1)

こ〉」
。

③
通
学
、
通
園
時
は
使
用
し
な
い
こ

〉」
。

④
使
用
後
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
フ
タ
を

正
確
な
位
置
に
戻
し
て
、
区
長
に

作
業
が
終
っ
た
こ
と
を
連
絡
す
る

こル」
。

次
の
よ
う
な
世
帯
に
つ
い
て
地
区

民
生
児
童
委
員
の
方
を
通
じ
、
区
長

に
「
雪
お
ろ
し
」
や
「
道
路
除
雪
」

の
依
頼
が
あ
っ
た
時
は
、
町
内
ぐ
る

み
で
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

①
一
人
暮
し
老
人
や
老
夫
婦
世
帯

②
母
と
小
学
生
か
ら
な
る
母
子
世
帯

雪の後始末のお願い

↑胃
雪捨て場見取図 2か所

③
世
帯
主
が
重
度
の
身
体
障
害
者
で

あ
る
世
帯

④
老
人
と
小
学
生
の
孫
か
ら
な
る
世

帯
や
、
老
人
と
時
歳
未
満
の
女
子

か
ら
な
る
世
帯

⑤
世
帯
主
が
長
期
入
院
中
の
世
帯

以
上
の
世
帯
で
近
隣
に
親
戚
が
な

い
世
帯
で
す
。

雪捨て場

一
園
年
末
年
始
の
F
E
-
B
M
月
日
日
i
l
月

m日
一

面
交
通
安
全
県
民
運
動

1
J
I
f
-
-
I
一

地
陸
路

無
事
故
で
つ
な
ご
ラ

。/、年

重

目

占

1
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
防
止

2
積
雪
、
凍
結
時
の
交
通
事
故
防
止

3
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

4
迷
惑
駐
車
の
追
放

国
道
8
号
線
常
願
寺
川
以
東
に

お
け
る
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

4
件
で
あ
り
、
死
亡
者
数
は

5
人

と
い
う
状
況
で
し
た
。

・
魚
津
市
で
は
、
今
ま
で
に
死
亡

事
故
が

4
件
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち

2
件
が
国
道
8
号
線
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
通
事
故
の
撲
滅
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

わ
が
町
を

み
ん
な
で
守
否
つ

年

の

暮

重

点

目

標

1
年
末
年
始
に
お
い
て
特
に
警
戒
を
要
す
る
犯
罪
の
防
止

2
少
年
非
行
の
防
止

3
犯
罪
検
挙
活
動
の
強
化

。
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
景
品
交
換
所
、

タ
ク
シ
ー
及
び
現
金
輸
送
車
等
に
対
す
る
犯
罪
の
予
防
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「
保
留
地
処
分
」
希
望
者
申
込
受
付

。
土
地
の
位
置
・
処
分
価
額
等

別
図
の
と
お
り

。
申
込
期
間

ロ
月
2
日
か
ら
ロ
月
お
日
ま
で

。
申
込
み
の
で
き
る
人

魚
津
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
勤
務
地
が
市
内
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
申
込
者
が
居
住
地
ま
た

は
使
用
地
と
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

。
抽
選

申
込
者
が

2
名
以
上
の
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

。
資
格
審
査
及
び
通
知

都
市
計
画
課
に
あ
る
申
込
書
に
よ
り

届
出
し
て
い
た
だ
き
、
資
格
審
査

の
結
果
、
抽
選
人
指
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

。
処
分
時
期

処
分
時
期
は
、

1
月
下
旬
に
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
期
日
決
定
次
第

通
知
し
ま
す
。

。
そ
の
他

保
留
地
処
分
に
は
、
若
干
の
制
限

事
項
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ

い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
都

市
計
画
課
へ

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

処分地位置

9ブロック16ロット

drhL¥ 

魚津駅西地区土地区画整理事業

保留地処分見取図

29ブロック23ロット

一
市
職

一

採

用

試

験
貝

魚
津
市
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

・
採
用
予
定
人
員

初
組
消
防
士
:
:
:
若
干
名

.
受
験
資
格

公
安
職
消
防
士
(
初
級
)

昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
的

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
男
子
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

・
試
験
日
平
成
4
年
1
月
ロ
日
(旦

・
試
験
場
所
魚
津
市
役
所

・
申
込
期
間
平
成

3
年
ロ
月

1
日

か
ら
平
成

3
年
ロ
月
初
日
ま
で

(
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
)

.
申
込
先
及
び
問
い
合
せ
先

市
総
務
課
職
員
係
(
内
線
2
2
2
)

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

通
商
産
業
省
が
ロ
月
汎
日
現
在
で

製
造
業
を
営
む
全
事
業
所
を
対
象
に

実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の

工
業
行
政
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切

な
調
査
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
従
業
者
犯
人
以
上

の
事
業
所
を
対
象
に

「
石
油
等
消
費

構
造
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

間
合
先

市
総
務
課
行
政
係

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
受
付

(
市
農
政
課
か
ら
)

-
受
付
期
間

ロ
月
2
日
(
月
)
i
m
日
(
金
)

・

提

出

先

市
農
政
課
庶
務
係

-
添
付
書
類

①
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

②
付
近
見
取
図

・
公
図

・
建
物
配

置
図

③
土
地
改
良
区
の
同
意
書

④
農
家
住
宅
の
場
合
は
、
所
有
農

地
一
覧
図

⑤
そ
の
他
必
要
書
類

※
申
請
さ
れ
る
方
は
、
書
類
を
作
成

す
る
前
に
希
望
場
所
を
市
農
政
課

庶
務
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

布
施
)11 
の
断
水

及
び
減
水

布
施
川
ダ
ム
の
試
験
湛
水
の
た
め
、

次
の
と
お
り
布
施
川
が
断
水
及
び
減

水
と
な
り
ま
す
。

-
断
水
及
び
減
水
区
間

田
粉
川
合
流
点
か
ら
布
施
川
ダ
ム

せ
き堰

提
ま
で

・
断
水
及
び
減
水
期
間

ロ
月
3
日
(
火
)
午
後
3
時
1
6
日

(
金
)
午
後
5
時
ま
で
。

-
間
合
先

布
施
川
ダ
ム
建
設
事
務

所

(
包
日
|
1
2
5
3
)
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老
人
保
健
法
、
が
改
正
さ
れ
ま
す

iご寄付ありガとう

ございました 然別主与し

b社会福祉基金として

中島 寛東山

四十内松栄本町一丁目

有沢三造吉島

魚津地域住宅相談所長

北鬼江

t-善意銀行へ

有沢武雄新角川二丁目

細野文子友道

溝口昭夫升方

匿名

野 村 幸男立石

惰)魚津銀金吉島

内 山正昭新金屋一丁 目

大 西 清一諏訪町

上口保育園職員一同

藤田光義東栄町

東都ガステ ック鮒

米沢義 雄上口一丁目

松田秀悦新金屋一丁目

潮田勝昭吉島一丁目

八倉巻 一 弘 三 ケ

平野武雄島尻

宮崎文 軒 新 金 屋 一 丁目

西田洋二大光寺

魚津市農協農業祭

子供マンガコーナー

佐々木 重信仏国

長谷 河健男友道

笹木睦子本町二丁目

津田正史吉島

友田道治新角川二丁目

岡本忠夫 新 角 川 一 丁目

ご利用ください

=電話情
・市政情報テレホンサービス

ft22-3600 

.キャプテン ・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

.求人テレホン ・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金~土)ft24-8841

.税務テレホン ・サービス(税務相談室

富山分室) ft0764-31-9222 

.健康テレホン ・サービス(県保険医協

会) ft0764-42-0003 

12月のテーマ

(月) 使い捨てカイロによる低温やけど

(火) 形成外科と美容整形

(水) 市販の妊娠診断薬

(木) 洗顔料が目に入ったら

(金) 見分けにくい痔と直腸ガン

(土・日)入院の必要がない包茎手術

初
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
臼
歳
以

上
で
ね
た
き
り
等
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
が
平
成

4
年
1
月

1
日
か
ら
別
図
の
よ
う
に
変
り
ま
す
。

た
だ
し
、
低
所
得
者
の
入
院
に
つ

い
て
は
、

1
日
3
0
0
円

(2
か
月

1ヌゲ月

30，000円

50，000円

50，000円

辻谷孝一

25，440円

広報うあ、づ(13) 

限
度
、
そ
の
後
は
無
料
)
を
現
行
通

り
据
え
置
き
ま
す
。

な
お
、
転
入

・
転
出

・
死
亡

・
転

居
の
ほ
か
、
保
険
証
の
記
号
番
号
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
す
み
や

か
に
市
社
会
福
祉
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

1か月 900円

1 B 

外来

一一回

1日 600円

現 在
平成 4年 平 成 5年

l月 l日~ 4月 1日~

外来 800円/月 900円/月 1，000円/月

入院 400円/日 600円/日 700円/日

入院

10，000円

50，000円
30，000円

8，000円

5，000円

5，000円

30，000円

30，000円

4，000円

50，000円

30，000円

30，000円

50，000円

30，000円

50，000円

30，000円

100，000円

10，000円

=医療を受けるときは=

健康手帳 ・老人受給者証 ・保険証を医師

または歯科医師にみせましょう。

11，640円

30，000円

50，000円

5，000円

50，000円

10，000円

20，000円

保
険
料
は

所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す

(
国
民
年
金
)

平
成

3
年
1
月
1
日
か
ら
平
成

3

年
ロ
月
訂
日
ま
で
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、

「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
て
課

税
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
の
際
に
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
控
除
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
ノ

な
お
、
前
年
度
以
前
の
未
納
保
険

料
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

平
成

3
年
の
国
民
年
金
保
険
料
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

報一

⑨平成3年の国民年金保険料

1 -3月 8，400円X3月=25，200円

4 -12月 9，000円X9月=81，000円

※定額納入者 106，200円

※付加納入者 111，000円

(400円X12月=4，800円加算)

<4月に 1年分前納のとき 〉

※定額納入者 105，390円

※付加納入者 110，070円

1月3日幽

午前10時

1，500円

平成4年

新年賀詞交歓会

魚津平安閑

費

き

ところ

ぷ〉、
:z;; 

と
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巳
書
l
M

仇
図
む

一一…一一一一一一一一側一平成3年12月

一

冊

の

興

奮

一
冊
の
感
動
・
:
⑨

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

賞
花
田
光
司
素
顔
の
青
春

貴
花
田
番
記
者
グ
ル
ー
プ

中

国

傑

物

伝

陳

舜

臣

プ
ロ
野
球
誰
も
知
ら
な
い
ネ

ッ
ト
裏

宴

の

悪

魔

日

本

経

済

新

聞

社

風
邪
を
ひ
か
な
い
く
ら
し
の
知
恵

高

橋

昭

雄

母
ち
ゃ
ん
、
信
号
は
赤
だ
よ

天

間

成

一

〈
文
学
・
小
説
〉

春

灯

雑

記

司

馬

遼

太

郎

愛

の

う

た

恋

の

う

た

時

実

新

子

窓

森

村

誠

一

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の
花
や
風椎

名

誠

こ
の
空
を
飛
べ
た
ら
中
島
み
ゆ
き

小

暗

い

森

上

下

加

賀

乙

彦

は

な

れ

駒

あ

そ

び

駒

原

田

康

子

誇

り

高

き

週

末

赤

川

次

郎

〈
富
山
の
本
〉

富

山

の

昔

話

石

黒

12月の日曜開館 ζ 
8日・ 22日 ζ 

翌日月曜日・24日伏)は休館 《
t美
子

越
中
の
中
世
文
学

祭
礼
行
事

・
富
山
県

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週

間
で
、
無
料
で
す
。

綿
抜

豊
昭

教

室

、z--a... ，
 

、冒・・・・
-
E
/
 

n
H
F『

A
H
M
ノ

ふ
汀
，ロ

月
日
日
(
水
)

午
後
l
時
初
分

i

魚
津
市
立
図
書
館

「
し
ば
ら
く
」

「
照
」
「
雑
詠
」

講

師

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
社
編
集
長
)

な

と

き

交
と
こ
ろ

食

兼

題

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
水
越

雄
彦
様

(
富
山
市
)

み
ん
嘉
納い
っ
し
ょ
に
/

ト一一一.
ロ
月
の
お
し
ら
せ

3
日
(
火
)
映
画

パ
タ
リ
ロ

叩

日

(

火

)

工

作
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

口
日
(
火
)
映
画

虫
歯
に
な
っ
た
王
様

オ
ズ
の
魔
法
っ
か
い

午
後

4
時

i

4
時
却
分

幼
児
j
小
学
生
(
無
料
)

と

象き

対

年
末
・
年
始
の
休
館

ロ
月
初
日
(串
か
ら
、
平
成

4
年

1
月

5
日
(旦
ま
で
休
館
し
ま
す
。」

隠

ゐ

大

好

き

本
江
小
学
校

5 
年

大
城

絵
里
さ
ん

友
達
と
よ
く
図
書
館
へ
行
き
ま
す
。

い
つ
も
、
目
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く

れ
る
明
る
い
5
年
生
。

マ
ど
ん
な
本
が
好
き
?
ム

楽
し
い
本
や
、
戦
争
の
本
が
好
き

で
す
。
最
近
読
ん
だ
中
で
は
、
「
う
し

ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」
(
海
老
名
香
葉
子

作

・
金
の
星
社
)
が
一
番
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。

こ
れ
は
東
京
で
幸
せ

に
暮
し
て
い

た
作
者
が
戦
争
の
た
め

家
族
を
失
っ
て
し
ま

い
、
ひ
と
り
で

疎
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

か
わ
い
そ
う
な
話
で
す
。

市

民

会

館

催

物

窓
辺

|
1
3
0
2

映画£ヨ』エ n ピヨエ
ン町"劇場 う

全 成表国果尭 津劫椎魚大谷

めナジ サふアお f佳
い富山 ルユ ト|れあ l ・づ 物ぐ ・ケ

るム l いコ サ大|例会やおこ 名
み lシ

AM 15 分 PM12 AM 8 
と10日

1 3時602 ニ日 時~~日時(
き

lE  l旦

八共大人 ~スh 金正
人

0 0円 小人
員 場-

市iJ 料 来十

」
"は
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8

M
l
2
4
0
2
 

ー
ー

ロ
月
の
行
事

|

|

〔第

2
回
わ
な
げ
大
会
〕

お
日
(
水
)

2
時

i

申
し
込
み
は
、
勾
日
ま
で

|

|

1
月
の
行
事

|

|

〔
百
人
一
首
大
会
源
平
戦
〕

7
日
(
火
)

2
時
j

申
し
込
み
は
、

5
日
ま
で

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の

祝
日

・
年
末
年
始

※
ロ
月
お
日
(
土
)
は
、
大
掃
除
の
た

め
、
休
館
し
ま
す
。

橋

集

後

記

日
月
初
日
、
県
内
広
報
公
聴
担
当

者
の
研
修
会
に
参
加
し
、
講
演
会
で

は
か
も
う
ひ
と
つ
の
上
を
い
く
広
報

紙
づ
く
り
。
や
か
い
つ
も
新
鮮
な
目

を
も
っ
て
写
真
づ
く
り
を
。
な
ど
、
多
く

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
担
当
半
年
余
の
な
か
で
、
失

敗
し
た
こ
と
や
ご
迷
惑
を
か
け
た
事

な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
も
、
研
修

成
果
を
生
か
し
て
次
か
ら
は
も
っ
と

良
い
も
の
を
市
民
の
皆
き
ん
に
、
と

た
だ
奮
斗
中
。

(H
)

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
日
毎
に
厳
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
月
中
の
雪

は
T
V
や
新
聞
の
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
当
り
前
と
い
っ

た
感
に
・:
。
(
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
方
に
は

う
れ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
ネ
。)

今
年
4
月

1
日
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の
本
格
的
な
積
雪
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
対
応

は
で
き
て
い
ま
す
か
?
ま
だ
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
持
た
な
い
私
に

は
寒
さ
以
上
に
財
布
の
中
が
厳
し
い

冬
に
な
り
そ
う
で
す
。

(
Y
)

印刷/魚津印刷株式会社

(11月 1日現在)

人口 人 (前月対比)

(男)23， 940 (+ 6 ) 
(女)25， 922 (-10) 

計 49，862(-4 ) 
世帯数 14，414 

世幣

編集/企画広報室

市の人口


